
APEC女性と経済フォーラムについて 

平成 24 年 7 月 

内閣府男女共同参画局 

１．概要 

（１）日程：平成 24 年 6 月 28 日(木)～30 日（土） 

（２）場所：ロシア連邦サンクトペテルブルク市 

（３）参加者：APEC 域内の閣僚、CEO など 

※18 のエコノミーから女性と経済に関する幅広い分野の閣僚級（外務、貿易・

中小企業、女性等）が参加。 

※全体の参加者は約 250 名。 

（４）日本からの参加者 

中川 正春  内閣府特命担当大臣（男女共同参画） 

アキレス 美知子 （株）資生堂執行役員 

国谷 裕子  NHK キャスター 

佐々木 かをり （株）イー・ウーマン代表取締役社長 

白木 夏子  （株）HASUNA 代表取締役社長 

林 文子  横浜市長 

笠 章子  大塚製薬（株）常務執行役員広報部長 

武川 恵子  内閣府大臣官房審議官（男女共同参画局担当） 

五嶋 賢二  経済産業省大臣官房審議官（国際地域政策担当） 

毛利 忠敦  外務省経済局 APEC 室長 

 

２．女性と経済に関する政策パートナーシップ（6月 28日(木)） 

 各エコノミーの官民代表者により構成される「女性と経済に関する政策パー

トナーシップ」では、昨年の「サンフランシスコ宣言」を踏まえた、各エコノ

ミーの女性の経済参加促進のための取組についての報告、議論等が行われた。 

（日本からの発言内容） 

・ 本年 3 月に日本政府が主催した「APEC 横浜フォーラム：女性とリーダー

シップ」により、より多くの女性がリーダーとして活躍できる社会を作るた

め、会社や組織のマインドセットと個人のマインドセットの両方を前向きに

変えていくことが必要であることが認識。APEC として、女性のリーダーシ

ップ発揮に向けた成功事例・調査研究結果の共有、企業・組織や国境の枠を

超えたネットワーキングについて取組むことを提案。 



・ 日本政府においては、女性の活力を活かすことが日本の経済社会の再生の

鍵との認識のもと、各種の政策を実施。特に、経済団体や企業に対する女性

の活躍促進に関する企業トップのコミットメントの表明の促進、約２万企業

への直接的働きかけ、女性の活躍が企業や女性自身に与えるプラスの影響や

女性の能力を埋もれさせることの損失などをデータによって「見える化」す

るなどの取組を、引き続き積極的に推進。 

・ 企業においても、以前は、女性は限られた仕事しかできないと感じたが、

商品開発などで女性の視点を活かすことが業績の向上にもつながり、今は、

企業もイノベーションのために女性の才能を求めている。女性のマインドセ

ットを変える上で、アイデアの共有を可能とするパートナーシップが重要。 

・ 女性は自分達の経験からビジネスチャンスをつかみ、リスクを取って起業

している例も多い。日本政策投資銀行が行ったビジネスコンペの取組にみら

れるような、好事例を共有し、その支援を行う仕組みが重要。 

・ 女性の能力を活かしていく上で、ワーク・ライフ・バランスの取組は重要。

女性の就業継続や能力開発に力を入れることで、出産、育児のための休業を

経た女性の全てが復職することが可能であり、有能な女性社員を雇用できる。 

 

３．女性と経済に関する官民対話（6月 29日(金)） 

（１）オープニングセッション 

林文子横浜市長が、横浜市における待機児童対策などの取組について演説を

行った。 

（２）パネルディスカッション 

参加者は、「革新的経済における女性」「人的資源への投資」「女性と起業家

精神」「ワーク･ライフ･バランス」「企業経営における女性」「女性とＩＴ」を

テーマとする 6 つの分科会に分かれ、パネルディスカッション形式で議論を行

った。日本の民間参加者は、4 つの分科会にモデレーター又はスピーカーとし

て参加し、それぞれの経験に基づいた報告、提案等を行ったほか、会場参加者

との意見交換を行った。 

（革新的経済における女性） 

笠 章子 大塚製薬（株）常務執行役員広報部長（スピーカー） 

（女性と起業家精神） 

白木 夏子 （株）HASUNA 代表取締役社長（スピーカー） 

（企業経営における女性） 

国谷 裕子 NHK キャスター（モデレーター） 

アキレス 美知子 （株）資生堂執行役員（スピーカー） 



（女性と IT） 

佐々木 かをり （株）イー・ウーマン代表取締役社長（スピーカー） 

 

４．女性と経済に関するハイレベル政策対話（6月 30日（土）） 

各エコノミーの閣僚級が出席する「女性と経済に関するハイレベル政策対話」

では、APEC 域内の経済の繁栄と成長のため、各エコノミーによる女性の経済

参加の促進に向けた課題等について議論が行われた。 

（中川大臣の発言内容） 

・ 我が国においては、多くの女性がその発想を活かし、生活者の視点に立っ

て、付加価値の高い商品開発を行い、新たな市場の拡大につながっており、

政府は女性起業家への低利融資など奨励策を行っている。 

・ 女性の潜在的な能力は、これからの企業及び日本経済の成長の原動力とな

りうることを、男性、経営層そして投資家が理解する必要がある。そのため、

関係閣僚会議で「働く『なでしこ』大作戦」を決定した。 

・ 野田総理のリーダーシップの下、日本の経済再生の柱として取り組んでい

く。 

 

５．フォーラムの成果 

APEC 女性と経済フォーラムの結果は「声明」として取りまとめられ、APEC

首脳会議に報告されることとなった。 

（概要） 

・ 我々はサンフランシスコ宣言の成果に基づき、各エコノミーがイノベーシ

ョンに対する女性の貢献を高め、女性のリーダーシップを拡大し、女性の能

力技能を形成し、長期的な経済成長を実現すべく特に母子保健の分野で人的

資本と医療制度への投資を強化することの重要性を強調できるようにするた

め、公共・民間部門の政策、措置及び勧告に関する徹底的な対話を行った。 

・ 今日の APEC 地域では、女性の直接的な貢献なくして持続的な経済発展を

達成することは不可能であり、世界経済が不安定な昨今において特に重要で

ある。 

・ APEC エコノミーに対し、女性の役割と経済への貢献及び女性の経済参加

を推進するための既存の事業と政策を評価することを奨励する。 

・ 政府高官とビジネスリーダーに対し、APEC 地域全体にわたって女性の経

済参加を拡大し、革新的な経済発展とビジネスの拡大に女性が果たしている

重要な役割を認識する政策と具体的な措置を推進するよう要請する。 


